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本
論
文
は
、
雑
誌
「
ス
バ
ル
」
で
連
載
さ
れ
た
森
鷗
外
の
『
青
年
』
と
鷗
外
が

同
じ
く
「
ス
バ
ル
」
で
連
載
し
て
い
た
『
椋
鳥
通
信
』
並
び
に
『
む
く
鳥
電
報
』

と
の
関
係
性
に
注
目
し
、『
青
年
』
の
文
中
に
見
受
け
ら
れ
る
『
椋
鳥
通
信
』
の

記
事
が
『
青
年
』
の
文
章
で
ど
の
よ
う
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
。
ま
た
、『
椋
鳥
通
信
』

や
『
青
年
』
に
現
れ
る
書
き
手
と
し
て
の
鷗
外
の
肉
声
に
注
目
し
、『
椋
鳥
通
信
』

の
記
事
と
『
青
年
』
の
記
事
か
ら
同
一
内
容
の
も
の
を
抜
き
出
し
て
考
察
し
な
が

ら
、『
青
年
』
を
同
時
代
の
文
化
的
状
況
と
の
関
連
性
を
踏
ま
え
て
読
み
直
し
、

『
青
年
』
の
文
学
史
的
再
評
価
を
目
指
し
て
い
る
。

　

第
一
章
で
は
、『
青
年
』
連
載
前
後
の
時
代
状
況
を
考
え
る
上
で
重
要
な
歴
史

的
事
件
で
あ
る
大
逆
事
件
を
取
り
上
げ
、
当
時
日
本
社
会
で
大
き
な
権
威
を
放
っ

て
い
た
山
県
有
朋
と
鷗
外
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
、
鷗
外
は
ど
の
よ

う
に
し
て
、
そ
の
権
威
に
抵
抗
し
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
。
ま
た
、
一
九
一
〇

年
代
の
日
本
を
取
り
巻
く
自
然
主
義
に
つ
い
て
、
文
壇
の
声
を
と
り
あ
げ
な
が
ら

鷗
外
は
自
然
主
義
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
方
法
で
声
を
あ
げ
た
の
か
を
考
察
し
た

上
で
二
章
の
論
述
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

第
二
章
で
は
、『
青
年
』
と
『
椋
鳥
通
信
』
が
ど
の
よ
う
に
共
鳴
し
て
い
た
の

か
を
考
察
す
る
。
先
行
研
究
で
は
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
、『
む
く
鳥
電
報
』
に

つ
い
て
も
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
、「
ス
バ
ル
」
一
九
一
〇
年
九
月
号
の
『
青
年
』

に
描
か
れ
る
「
電
信
體
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、
同
号
『
椋
鳥
通
信
』
の
中
に

も
見
ら
れ
、
さ
ら
に
『
む
く
鳥
電
報
』
と
い
う
新
し
い
連
載
が
始
ま
る
こ
と
に
注

目
し
た
い
。
次
い
で
「
ス
バ
ル
」
一
九
一
〇
年
九
月
号
に
引
用
さ
れ
て
い
る
ユ
イ

ス
マ
ン
ス
の
『
彼
方
』
と
「
霊
的
自
然
主
義
」
に
注
目
し
、
純
一
と
『
彼
方
』
の

主
人
公
で
あ
る
デ
ュ
ル
タ
ル
の
類
似
点
と
差
異
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
純
一
が
な

ぜ
、
Ｙ
県
か
ら
上
京
し
目
指
し
た
自
然
主
義
作
家
で
は
な
く
、「
現
今
の
流
行
と

は
少
し
方
角
を
異
に
し
て
い
る
」、「
伝
説
」
を
描
く
こ
と
に
な
る
の
か
に
つ
い
て

純
一
の
心
理
的
経
緯
に
焦
点
を
あ
て
な
が
ら
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

　

最
後
に
、
鷗
外
の
肉
声
が
表
れ
て
い
る
、『
青
年
』
と
『
椋
鳥
通
信
』
の
記
事

に
注
目
し
、
鷗
外
が
『
青
年
』
や
『
椋
鳥
通
信
』
に
込
め
た
自
然
主
義
、
ま
た
は

文
学
へ
の
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
。
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